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１．はじめに 

 微粉ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ（BFNS）の重機走行基盤造成材としての適用性を検討した.BFNS は汎用重機で転圧するだけでｺｰ

ﾝ貫入が不可能となるほど良く締固まり,重機走行がその場で可能となることを既報で明らかにしているが,今回,よ

り過酷な条件を想定し,人為的に造成した軟弱地盤上に BFNS を敷設,直上を大型ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸで多数回走行させ,走破

性（ﾄﾗﾌｨｶﾋﾞﾘﾃｨ）を確認する現場実験を行って適用限界の見極めを試みた.本報文ではその結果を報告する. 

 

２．ダンプトラック走行試験の概要 

 図１に示すような現場実験ﾔｰﾄﾞを準備した.地山を 80 ㎝掘削し,下部 45 ㎝に農耕用の購入土を緩い状態で積み下

ろした.この土に加水を行って含水比を高め,人為的な軟弱地盤を造成した.軟弱層は加水の加減を変え,A（加水量小

=軟弱度小）と B（加水量大=軟弱度大）の２ﾔｰﾄﾞを準備した.この上に BFNS を 35 ㎝厚で撒き出し,汎用油圧ｼｮﾍﾞﾙで

8 回転圧して走行基盤を造成した.この上を 11t 大型ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ（土積載時 20t）で空荷→積載状態で各 16回走行し

た.図 2 に A,B ﾔｰﾄﾞの造成後ｺｰﾝ指数を示す.現場加水の為ばらつきが不可避であったが,表層 20 ㎝部分で 200～300 

KN/m2程度の地盤強度となった.図 3 に粒度分布を,表 1 に軟弱層と BFNS層で計測された乾燥密度,含水比,D値,剛性

等を示す.軟弱層の D 値は 70％強と緩く,BFNS

層は 98％（ｺｰﾝは N.P.）と良く締固まってい

る.BFNS層上で計測した CBRと K30は A ﾔｰﾄﾞ上の

ほうが B ﾔｰﾄﾞ上よりも 1.5 倍程度大きく,基盤

下の地盤剛性の違いを反映している.ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯ

ｸ走行時は図 1 中の 6点でわだち量を計測した.

実験終了後に試掘を行い.形状測定及び含水

比分布の計測を図中の 5 点で実施した.ﾔｰﾄﾞ B

では,比較のために図中の緑の箇所に BFNS 層

と軟弱層の境界に遮水ｼｰﾄを敷設し層間の水

の移動を遮断した.実験状況を写真 1 に示す. 

 

３．走行試験および試掘結果 

 図 4にﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ走行時のわだち量と走行回

数の関係を示す.空荷,積載時共に軟弱層の 

地盤強度の違いの影響が表れており,軟弱度 

の低いﾔｰﾄﾞ Aではわだち量が小さく,また走 

行回数と共に収斂する傾向を示す.含水比が高 

く軟弱なﾔｰﾄﾞ B はわだち量も大きく,その増加

が中々収斂しない.一方,同じﾔｰﾄﾞ内でも No.1

→No.3 の順番にわだち量が大きく,特に遮水ｼｰ

ﾄを敷設した B-3では写真 2 に示すように,他の 
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(a) 軟弱層の造成状況 (b) BFNS層の敷設状況 (c) 積載ダンプの走行状況
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写真１  現場実験の実施状況 

図１  実験ヤードと現場計測の概要         図 2 軟弱層のコーン指数 

図 3  材料の粒度特性          表 1 軟弱層と BFNS 層の現場物性値 
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地点と極端に異なる.図 5 に,実験終了後

に行った試掘結果を示す.ﾔｰﾄﾞ A では軟

弱層,BFNS 層共に大きな変形は見られな

いが,ﾔｰﾄﾞ Bではﾀﾞﾝﾌﾟ車輪部が大きく圧

縮沈下し,軟弱層がその両側に側方流動,

隆起を生じている.軟弱層の剛性の違い

によりﾀﾞﾝﾌﾟ走行時の支持力特性が大き

く異なる事が明白である.図中に赤で示

した箇所で試掘面から 10 ㎝ﾋﾟｯﾁで試料

を採取し含水比計測を実施した.図 6 にその結果を示す.図(a)の W1 と W2 は遮水ｼｰﾄの有無の影響を比較している.

遮水ｼｰﾄがある W2 では軟弱層と BFNS 層の含水比に大きなｷﾞｬｯﾌﾟがあるが,W1 では軟弱層から BFNS 層への水の移動

が発生し、軟弱層の含水比が低下（強度が増加）し,上部の BFNS 層の含水比が増加している.この違いが B-2と B-3

のわだち量の違いを生じたものと考えられる.BFNS の顕著な吸水性は(その 1)で報告したところであるが,本特性が

走行基盤造成時においても有利な方向に働いているようである.図 6(b)の W4 は車輪直下であり走行時の沈下により

遮水ｼｰﾄが破損（消失）した.このため直下の軟弱層の含水比も低く,W3 との違いも明瞭でない.ﾔｰﾄﾞ A の W5 も図中

に併記したが,元々軟弱層の含水比が低いため水の移動は境界のごく近傍で少量生じているだけで,BFNS 層の含水

比上昇も他より少ない.著者らは,施工機械の接地圧と接地条件および原地盤のｺｰﾝ指数を用いて BFNS の必要層厚を

算出する方法を検討中である.接地荷重を BFNS 層中で応力分散させ,原地盤位置での値が短期極限支持力を下回る

ように層厚を決定する手法である.本手法の試算例を表 2 に示す.今回の条件を表中に赤で囲って示した.軟弱層 B

で積載ﾀﾞﾝﾌﾟの走行が不可となる結果はこれと 

整合するように思われる（遮水ｼｰﾄを敷設した

B-3 を除けば空荷は走行可とも言える）が,今

回,地山を掘削し周辺拘束の中で軟弱地盤を造

成している事等を考えると,地山に軟弱層が存

在する場合は相応の安全率を見込みながら,施

工実績の蓄積を図っていく事が必要と考える. 
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図 4(a) ダンプトラック走行試験結果（空荷時）               図 4(b)  ダンプトラック走行試験結果（積載）  

図 5(a)  試掘時の断面計測結果（ヤード A）                図 5(b)  試掘時の断面計測結果（ヤード B） 

図 6  含水比分布の計測結果 (a)W1,W2  (b) W3～W5 写真 2 ヤード B のわだち 
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